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ABSTRACT 
This paper presents a tool for visualizing Web access logs, which has two views. The left view 
represents Web sitemaps by a set of webpage icons. It places the icons onto display spaces by 
data jewelry box algorithm. The right view represents Web access statistics by a bar chart. It 
aggregates the accesses according to user-specified attributes, such as time, client, and status. 
When a user clicks a bar in the right view, the left view highlights icons that have corresponding 
accesses. When a user clicks an icon in the left view, the right view shows the access statistics of 
the clicked webpage. These combinations of the two views help users to find problems of 
websites, and discover trends of accesses. 
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１．はじめに 

ウェブサイトを通して簡単に情報発信ができるように

なり、現在ではそれを介したオンラインビジネスも増えて

いる。これに伴い、ウェブページが増加し、ウェブサイト

の構成が複雑になってきた。ウェブサイトの運営は、主に

サイト管理者、設計者が行っており、つねにウェブサーバ

ーに蓄積された膨大なアクセスログの解析結果を反映さ

せて行っている。管理者はサイト内で発生している通信状

況を把握するために、設計者はサイト閲覧者が関心のある

情報に確実にアクセスできるようなサイトを作るために、

アクセスログを解析している。この他、オンラインビジネ

スの戦略をたてるためにもアクセスログ解析が用いられ

ている。 
このようにさまざまな目的でアクセスログが解析され

ており、そのためのツールが多く開発されている。既存の

ツールは一画面に簡単な統計グラフを表示するものが多

い。この場合、サイト全体のおおまかなアクセス傾向を把

握することは可能であるが、個々のページのアクセス状況

などのような詳細を把握することは難しい。また、一画面

に１つのビューしか表示できないので、複数の結果を比較

するのが困難である。 
本報告では、これらの問題点を考慮して、サイトマップ

とアクセスグラフを同時に表示する視覚化ツールを提案

する。サイトマップとは、ウェブサイトを構成するウェブ

ページ群の構成図のことである。また本報告では、アクセ

スログをユーザーが指定した属性で分類し、その集計数を

表した棒グラフを、アクセスグラフと呼ぶ。本ツールは、

既存のツールでは見つけられなかったサイト閲覧者のア

クセス傾向などを、ユーザーに発見させることを目指して

いる。 
以降、次章で近年盛んに研究されているウェブサイトの

視覚化技術を概観したあと、3章で本ツールの概要を説明
する。4章で、実在するウェブサイトのアクセスログを用
いた実験例を示し、5章でまとめと今後の課題を述べる。 

２．従来のウェブサイト視覚化技術 

ウェブサイトの視覚化技術の分野では、多くの手法がす

でに報告されている。大別すると、サイト構造、リンク構

造、アクセス履歴の視覚化などがある。 
ウェブサイトの階層構造を表現するサイトマップの典

型的な例として、Inxight 社が公開しているユーザーイン
タフェース [Inx] がある。この手法は、放射状に展開さ
れた木構造データを双曲面に投影する手法 [Lam96]を用
いて、トップページを根にしたウェブサイトの階層構造を

表現するとともに、ユーザーの対話操作に連動した局所ズ

ームによる詳細表示を実現している。また、Durand らが
提案した MAPA [Dur98] も、ウェブページを階層構造に
したがって、縦横に並べる表現を用いており、ユーザーの
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対話操作にしたがって段階的に上位階層から下位階層を

表示している。 
ウェブページ間のリンク構造の視覚化手法は、グラフ構

造の視覚化手法の応用として多く報告されている。たとえ

ば、力学モデルを適用してノードを適切な分布で配置する

グラフ視覚化手法 [Ead84]を、サイトマップの視覚化に適
用した手法などが報告されている [Hen95]。 
一方、ウェブページの意味や属性から画面空間上の座標値

を算出して、その座標値にしたがってノードを配置する手

法も知られている。塩澤らは、あらかじめ算出された座標

値にしたがって平面上に配置されたノードを持ち上げる

操作によって、特定のウェブページのリンク関係を対話的

に視覚化する手法を提案している [Shi97]。 
ウェブのアクセス情報を視覚化する手法の多くは、個人

のアクセス履歴を表現する手法である。具体的にいうと、

個人がアクセスしたウェブページ群をアイコン化して、そ

れをアクセス順に線で結んで表示する手法が多く報告さ

れている[Aye95][Fre98][Bed98]。 
本報告で提案するツールは、個人のアクセス履歴を視覚

化するのではなく、多数のサイト閲覧者によるアクセスの

統計や傾向を視覚化するということ、その統計結果とサイ

トマップを連携させること、という点において従来手法と

異なっている。 
 

３．提案ツールの概要 

 本報告で提案する視覚化ツールは、ウェブサーバーに蓄
積されるアクセスログファイルを入力データとする。アク

セスログには、サイト閲覧者がウェブページにアクセスし

たときの、1)サイト閲覧者の IP アドレス、2)認証を行っ
た際のユーザー名、3)アクセス日時、4)リクエスト内容、
5)ステータス、6)転送バイト数、7)アクセスされたページ
の URL、8) 7)のリンク元の URL、などが記録されている。
本ツールは、このアクセスログからサイトマップを生成す

ると同時に、アクセスログのいくつかの属性情報に注目し

てアクセスグラフを生成する。本ツールはこれらを連携す

ることで、サイト閲覧者によるアクセス傾向を視覚化する。 

3.1 データ宝石箱によるサイトマップ表示 

ウェブサイトの階層構造を視覚化するために本ツール

では、アクセスログから URLを抽出してその階層構造を
作成し、それを入力データとしてサイトマップを作成する。 

まずアクセスログから、アクセスされた全てのウェブペ

ー ジ の URL を 抽 出 す る 。 た と え ば

http://www.***.net/news/2002/Jul/22.html というよう
に、URLは / で区切られたディレクトリ階層からなって
いるので、この構造をもとに全ての URLから１つの階層
構造を作成する（図 1(上)）。 

本ツールでは、この階層構造を入力データとして、著者

らが提案したデータ宝石箱アルゴリズム[Ito]を用いてサ
イトマップを表現する。この手法は、階層構造をもつ多量

のデータ全体を、限られた画面空間の中ですべて表示する

ことを目的とした視覚化手法なので、ウェブサイトの全体

像を視覚化するのに適している。本ツールでは、ウェブペ

ージをアイコンで、ディレクトリを入れ子状の箱で表現し

て、ウェブサイト全体の階層構造を視覚化する（図１(下)）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(上) URLから作成されたサイトの階層構造 

 

 

 

 

 

 

(下) （上)のサイト構造をデータ宝石箱アルゴリ
ズムで配置した例 

Fig.1 アクセスログから作成された階層構造グ
ラフと配置例 

3.2 アクセス数の棒グラフ表示 

サイト閲覧者のアクセス傾向を視覚化するために本ツ

ールでは、アクセスグラフを使用する（図 2(左)）。 

アクセスグラフは、横軸に属性の種類、縦軸にアクセス

数をとる。アクセス数の絶対数を縦軸にとると、分類別の

アクセス数の差が極端に大きい場合は表示が困難になる

ので、アクセス数の相対数を縦軸にとる。アクセスログの

属性のうち、1)、7)、8)に関しては、アクセス数が最も多
い 30項目を、アクセス数の多い順に表示する（図 2(中)）。 
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また、1つの属性で分類したものを、さらに別の属性で分
類して集計することも可能である（図 2(右)）。 

    

     (左)          (中)          (右) 

Fig.2  アクセスグラフ 
(左) アクセスログを 1時間ごとに集計した結果 
(中) URLごとに集計した結果 
(右）URLごとに集計し、さらに 1時間ごとに集計
した結果 

3.3 ２つのビューの連携 

本システムは、3.1節で説明したサイトマップを左画面
に、3.2節で説明したアクセスグラフを右画面に配置し、
これら２つのビューを連携させて用いる。 

[連携 1] アクセスグラフからサイトマップへの反映 
本ツールは、アクセスグラフの中でユーザーが関心のある

項目を指定すると、左画面のサイトマップ上で、指定され

た項目に関するアクセスがあったウェブページのアイコ

ンをハイライトさせる。このときアイコンに高さを与える

ことで、個々のページのアクセス数を表示する。このよう

にして、アクセスログの特定の属性に対するアクセス分布

を、サイトマップ上で視覚化することができる。 
[連携 2] サイトマップからアクセスグラフへの反映 
左画面のサイトマップにおいて、ユーザーが関心のあるウ

ェブページを指定すると、右画面には、そのページへのア

クセスを集計したアクセスグラフが表示される。これによ

りユーザーは、サイト全体のアクセス傾向だけでなく、特

定のページに対するアクセス傾向も知ることができる。 

上記のように本ツールでは、サイト管理者による対話的

な操作によって、アクセスグラフとサイトマップの連携を

とることができる。そしてユーザーは、サイト全体のアク

セス傾向だけでなく、特定ページのアクセス傾向までを把

握することができる。図 3に本システムの様子を示す。こ
こで使用したデータは 1日分のアクセスログで、表示され
ているアクセスグラフは時間帯で分類したものである。さ

らに図 3では、アクセスグラフの中でユーザーの関心のあ
る時間帯が指定された様子を示しており、左画面のサイト

マップでハイライトされたアイコンは高さを持っており、

アクセス数を示していることがわかる。 

 

Fig.3 本ツールによる視覚化の例 

４．実験 

本ツールを用いて、実在するウェブサイトの 1 週間の
アクセスログを視覚化した実験例を示す。 

ウェブページに対するアクセスだけを視覚化の対象に

するために、本実験ではまず前処理として、アクセスログ

からURLが画像ファイルやスタイルファイルなどを示し
ている行を削除した。このアクセスログを日付で分類し、

さらに各項目を時間帯で分類した。以上の分類にしたがっ

て、横軸が日付、縦軸がアクセス数を示すアクセスグラフ

を作成した(図 4(左上))。これを見ると、最終日のアクセス
数が最も高いことがわかった。 

[連携 1]を用いて、サイトマップ上で最終日のアクセス
分布を表示すると、あるページのアクセス数が午前中に突

出していることがわかった（図 4(左下)）。続いて[連携 2]
を用いて、そのページへのアクセスを対象として、リンク

元のURLで分類したアクセスグラフを表示した。すると、
ある新聞会社のURLからのリンクによって訪れているサ
イト閲覧者が多いことがわかった（図４(右上)）。リンク元
である新聞会社にアクセスしてみると、オンラインニュー

スにアクセス数の多かったページが取り上げられていた

ことがわかった。以上の結果から、午前中に新聞サイトを

見て、そのリンクをたどってこのページに来た人が多かっ

たことを推測した。 

再び[連携 1]を用いて、サイトマップ上で別の時間帯の
アクセス分布を表示すると、同一ディレクトリ中のほとん

どのページがアクセスされていたことがわかった（図４

(右下)）。[連携 2]を用いて、これらのページへのアクセス
をサイト閲覧者の IPアドレスで分類して表示すると、す
べてのページに同一 IPアドレスからのアクセスがあるこ
とがわかった。これらの結果から、あるディレクトリのフ
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ァイルをすべて見ている熱心なサイト閲覧者が存在して

いたことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Fig.4  一週間分のアクセスログの視覚化 
(左上) ウェブサイト全体に対するアクセスグラフ 
(右上) あるページに対するアクセスグラフ 
(左上) アクセスグラフ(左上)のある項目に対する
アクセス分布をサイトマップ上で表現した例 
(右上) アクセスグラフ(左上)の別の項目に対する
アクセス分布をサイトマップ上で表現した例 

５．おわりに 

本報告では、サイトマップとアクセスグラフを連携させ

る、アクセスログの視覚化ツールを提案した。本ツールを

利用することで、ユーザーはサイト全体の大局的なアクセ

ス傾向から、個々のページのアクセス傾向までを把握する

ことができる。 
今後の課題として、以下のようなことを検討中である。 
アクセスグラフは、属性ごとに独立してアクセス数を集

計しているが、複数の属性情報の和や積といった、異なる

属性の組み合わせも視覚化できるようにしたい。これによ

り、ユーザーは異なる属性間の相関から興味深いアクセス

傾向を発見することができるであろう。 
データ宝石箱アルゴリズムでは、サイトマップ上のウェ

ブページの位置は自動的に決定されるので、ユーザーの意

思の入る余地がない。ユーザーが部分的にサイトマップの

配置をデザインしたいとき、その要求を満たしながら、そ

の他の部分は自動的に配置させるように、データ宝石箱ア

ルゴリズムを拡張していきたい。 
そのほか、サイト閲覧者がサイトに訪問して別のサイト

に移動するまでの、リンクをたどる動きの傾向を表示する

ことで、より詳細なアクセス傾向をユーザーに提供できる

ようなツールを目指したい。 
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